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地域活動全体が低迷，住⺠間の
コミュニケーションが難しくなっている

ほとんどの 発表の場がないため 引きこもり
⽂化⾏事中⽌ ⽂化サークルでは活動衰退 会話減少

コロナ禍での持続可能な
⽂化活動の形・意⾒・情報交換の場を模索
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提案・体感
スマホやPC
意⾒・情報交換の場構築

スマホやPC
コミュニケーションツール
選定・試⾏（LINE,FB等）

スマホやPC
Zoom等での会議・⾏事
選定・試⾏

PC
仮想展⽰場の設計・制作
作品収集・展⽰

まちづくりHPに
作品収集・展⽰
動画・静⽌画集積

ゲームアプリを
ダウンロードして
閲覧
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⼟⾥夢創房 あぐり
東広島市⾼屋町⼩⾕実施体制とアプリ開発計画
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地域側︓ ⼟⾥夢創房 あぐり 代表︓伊達 義明 ⽒，ほか地域の⽅々
⼤学側︓ ⼤学院先進理⼯系科学研究科 電気システム制御プログラム 電⼒・エネルギー⼯学研究室

教員︓ 佐々⽊ 豊 助教（責任者），造賀 芳⽂ 准教授，餘利野 直⼈ 教授，
⼤学院⽣︓ 榎本 翔 君（学⽣代表），上岡 真琴 君（学⽣副代表），

上杉 友輝 君（学⽣アプリマニュアル作成担当），河野 直⽣ 君 （学⽣アプリ動作品質担当），
⽥中 敬太 君（学⽣地域広報担当）

展示物募集・HP掲載（まちづくり）

システム開発

PC試験 展示会開催

iPad,iPhoneテストフライト（認可なら実施）

プロジェクト

コミュニケーションツール選定

テスト運用（まちづくり）

12月～2月

10月～11月

8月～5月

8月～5月
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【本プロジェクトの⽴案から申請，採択，アプリ開発，公開までの流れ】

・2021年5⽉下旬 伊達様から地域での困りごとに関するご相談，本プロジェクトの申請検討開始。
・6⽉8⽇ マッチングイベントに参加。

・7⽉5⽇ 申請書類提出完了、7⽉14⽇ 審査会、7⽉20⽇ 採択決定。
（審査付帯意⾒）本プロジェクトで開発する仮想展⽰場のアプリは，横展開により，

様々な地域において広く活⽤できるような形にしていただきたい。
・7⽉28⽇〜 バーチャル展⽰場アプリの展⽰レイアウトの検討

・8⽉4⽇〜 バーチャル⼩⾕⽂化のつどいの⾏事開催（12⽉予定）の準備
展⽰場システムの開発及びデータ授受の仕組みつくりについて検討

システム関係作業とファイル構造の検討
・10⽉24⽇〜 アプリの基本動作検証、⼀般向けマニュアルの作成開始

・10⽉30⽇ 地域の⽅へのご説明＠⼩⾕地域センター
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【本プロジェクトの⽴案から申請，採択，アプリ開発，公開までの流れ】

・10⽉31⽇〜 アプリのバージョンアップ、各階展⽰場の設定ファイル更新（苦労したポイント）
・11⽉15⽇ ⽂化のつどいの開催案内案内（回覧板）
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【本プロジェクトの⽴案から申請，採択，アプリ開発，公開までの流れ】

・10⽉31⽇〜 アプリのバージョンアップ、各階展⽰場の設定ファイル更新
・11⽉15⽇ ⽂化のつどいの開催案内案内（回覧板、だより）
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【本プロジェクトの⽴案から申請，採択，アプリ開発，公開までの流れ】

・11⽉22⽇ 開発したアプリを⼩⾕⼩学校へ導⼊
・11⽉24⽇ アプリのコンテンツ設定更新，評価実験、

マニュアルの修正、専⽤Webサイト
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【本プロジェクトの⽴案から申請，採択，アプリ開発，公開までの流れ】

・12⽉18⽇ 地域の⽅へのご説明（アプリお披露⽬会）
アプリの動作について地域の⽅々への説明
Virtual展⽰会場のデータ⼊⼒と設定確認
地域の⽅々との意⾒交換会兼報告会



電⼒・エネルギー⼯学研究室
⼤学院先進理⼯系科学研究科

⼟⾥夢創房 あぐり
東広島市⾼屋町⼩⾕活動の成果

10

コロナ禍での持続可能な地域活動のための⽂化・情報基盤創⽣プロジェクト）

広島⼤学 Town&Gown Officeのコモンプロジェクト（東広島市）として登録
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地域の元気応援プロジェクトのメリット
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【地域の⽅々から】
・コロナ禍，仮想展⽰場のアプリを活⽤したバーチャル⽂化のつどいが開催でき地域貢献ができた
・アプリを導⼊したPCを地域センター，⼩学校，保育所に常設し，⽂化のつどいを楽しんでもらえた

【⼤学の教員として】
・仮想展⽰場のアプリ開発の⽀援を⾏うことで，少なくとも⼤学の地域貢献ができたと考える
・今後は，開発して展⽰場アプリの機能を拡充されるために広島⼤学のクラウドファンディング制度
に挑戦してみたい

【参加した学⽣から】
・アプリ利⽤者・開発者向けのマニュアルの作成や地域住⺠へのアプリ活⽤⽅法の説明など
苦労した点も多かった。

・しかし、活動を通し，地域の⽅々と触れ，地域貢献のやりがいを実感した
・今回開発したアプリで地域住⺠間のコミュニケーションが少しでも増えることを期待
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【今後の課題】
・開発したアプリのセキュリティ保護が難しい
・ある程度の知識を必要とするため仮想展⽰場に作品を展⽰できる⽅が限られる
（解決策）ブラウザで動く仮想展⽰場などを開発して⾏きたい

仮想展⽰場に作品を展⽰するツールも使いやすく直していきたい

【今後の展開】
・仮想展⽰場のアプリは，他の地域に横展開することにより広く活⽤できるようにしたい
さらなる機能拡充のために，クラウドファンディングへの申請・登録を⾏い，資⾦調達を実施予定

・⽂化祭などのイベント利⽤だけでなく，⽇常的な利⽤について，⼩⾕地域センターにおける
地域サークルや，⼩⾕⼩学校の⼦どもたちのサークルなどで実証を計画
（東広島市に学⽣協働⽀援隊の⽀援を予定）
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ご清聴ありがとうございます。ご⽀援いただき感謝いたします。


